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基本構想（案） 新旧対照表（第5回検討部会からの修正事項）
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項数 新 旧 備考

4

２．想定する災害

（略）

２．1．地震

（略）

（2）南海トラフ地震
•政府の地震調査研究推進本部地震調査委員会における長期
評価によると、南海トラフ沿いで発生する大規模な地震として、
今後30年以内にマグニチュード8～9クラスの地震が発生す
る確率は80 %程度と評価されている。その被害想定を表 2 
2に示す。

（略）

２．想定する災害

（略）

２．1．地震

（略）

（2）南海トラフ地震
•政府の地震調査研究推進本部地震調査委員会における長期
評価によると、南海トラフ沿いで発生する大規模な地震として、
今後30年以内にマグニチュード8～9クラスの地震が発生す
る確率は70～80 %に達すると評価されている。その被害想
定を表 2 2に示す。

（略）

（変更）

6

２．２．風水害

（略）

（３）風水害で想定される被害
•近年、線状降水帯の発生等により、各地で時間当たりの降水
量が観測史上1位を更新するなど、記録的な大雨が観測され
ている。こうした大雨がもたらす土砂災害、河川氾濫によって、
人的・物的被害など甚大な被害が広範囲で発生しているため、
今後、本県においても同様の被害が発生することを想定して
おく必要がある。

•過去に発生した大和川大水害や紀伊半島大水害、近年の全国
各地の大雨による被害を踏まえると、風水害では以下のよう
な被害が想定される。

（略）

２．２．風水害

（略）

（３）風水害で想定される被害

•大和川大水害や紀伊半島大水害による被害を踏まえると、風
水害では以下のような被害が想定される。

（略）

（新設）

（追加）



項数 新 旧 備考

11

３．広域防災拠点のあり方
3．3．配置スタイルの考え方

（略）

図3-2 配置スタイルのイメージ

３．広域防災拠点のあり方
3．3．配置スタイルの考え方

（略）

図3-2 配置スタイルのイメージ （追加）

17

4．必要な機能・規模の考え方

（略）

4．5．広域防災拠点等の機能・規模の確保方針

•想定する地震や風水害を含めて県内の被害が最大となる奈良
盆地東縁断層帯地震において、応援部隊、支援物資、医療支援
の受入に必要な面積を被災リスクも踏まえて広域防災拠点及
び既存施設で確保する。

（略）

4．必要な機能・規模の考え方

（略）

4．5．広域防災拠点等の機能・規模の確保方針

•県内の被害が最大となる奈良盆地東縁断層帯地震において、
応援部隊、支援物資、医療支援の受入に必要な面積を被災リ
スクも踏まえて広域防災拠点及び既存施設で確保する。

（略）

（変更）

基本構想（案） 新旧対照表（第5回検討部会からの修正事項）
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項数 新 旧 備考

20

５．北部中核拠点・南部中核拠点のあり方
５．１．北部中核拠点

（略）

（２）アクセス整理

（略）

• 県立医大新キャンパスと橿原運動公園は大和高田バイパスに
隣接している。県立橿原公苑や新アリーナは大和高田バイパス
や国道169号等からアクセスが可能である。

（略）

図5-2 北部中核拠点のアクセス整理

５．北部中核拠点・南部中核拠点のあり方
５．１．北部中核拠点

（略）

（２）アクセス整理

（略）

• 県立医大新キャンパスと橿原運動公園は大和高田バイパスに
隣接している。県立橿原公苑や新たに検討しているアリーナ施
設は大和高田バイパスや国道169号等からアクセスが可能で
ある。

（略）

図5-2 北部中核拠点のアクセス整理

（変更）

（変更）

基本構想（案） 新旧対照表（第5回検討部会からの修正事項）
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基本構想（案） 新旧対照表（第5回検討部会からの修正事項）

5

項数 新 旧 備考

23

５．2．南部中核拠点

（略）

（3）経済合理性

（略）

• 平時に他目的で供する広域防災拠点とは異なり、南部中核拠

点は防災目的で整備する施設であるため、平時の活用につい

て検討する必要がある。他の防災拠点等の平時の利用を参考

に、普段から有効的に活用することにより、地域活性化へ寄与

しつつ、運用コストを削減するとともに、いざという時に活用

できる拠点を目指す。

（略）

（4）アクセス整理

（略）

• 市道丹原火打線から西エリアへの進入路についても検討する。

（略）

５．2．南部中核拠点

（略）

（3）経済合理性

（略）

• 平時に他目的で供する広域防災拠点とは異なり、南部中核拠

点は防災目的で整備する施設であるため、平時の活用につい

て検討する必要がある。他の防災拠点等の平時の利用を参考

に、普段から有効的に活用することにより、運用コストを削減

するとともに、いざという時に活用できる拠点を目指す。

（略）

（4）アクセス整理

（略）

• 順次、市道丹原火打線から西エリアへの進入路についても検

討する。

（略）

（追加）

（削除）


